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AUD/JPY MONTHLY

8⽉になってから、あまりに急激な下降となったので
アベノミクス前からのフィボを作ってみた。
若⼲、ずれるものの、618で反発し、618で戻されるという現象が理解できる。
⽉⾜50で反発を予測していれば、かなりの下降が⾒込めたことになる。
70.363のアップルショックまで到達すると、更なる下⽬線も視野に⼊れる必要
性があるかも︖



AUD/JPY WEEKLY
週⾜で確認し、エリオットの再構成を⾏うと
B波が現在であり、改めて1波となる可能性がある。
あくまでも週⾜での⾒⽅となるが、
かなり、勢いづいているように感じる。
サイクル的には、18週あたりが⽬処となるが、
現時点では9週⽬となり、レフトトランスレーションである。
ということは、かなりの下降が予想される可能性が⾼い。

今後、週⾜ミッドバンドに向けて
上昇するという局⾯であれば、
800 pips程度は取れるのではないか︖
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AUD/JPY DAILY

2019年4⽉をスタートとすると
現在、B波終了後のC波が
上昇の1波となる可能性が⾼い。

この想定を裏切って、更なる下降となると
ストーリーを作り直す必要がある。

更なる下降と⾔えるのか︖興味津々だ。
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7⽉25⽇を起点として考えると
8⽉7⽇までで38本となり、ちょいと⻑いかなぁ。
と思うことしばしば。

ということは、次のトレンドが形成されている可能性が⾼い。

30本 ＝ １週間
となるので、その⾒⽅が適切かもしれない。

更に上昇というストーリーを考えるのであれば、
スイングで保有ということも視野に⼊れたい。
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AUD/JPY 1H
移動平均線が下降の時に⽐較して
全てが反転してきている。

このチャートからは、順張り＝買い・ロングエントリーと
捉えることが無難だろう。

ミッドバンドからの上昇を狙うことが良いかもしれない。



AUD/USD 4H

ドル強しのチャートとなる。

AUD/JPYでは、円安傾向に動く形状を予想できるが、
AUD/USDでは、まだまだ、底を打つ可能性が⾼い。

USD ＞ AUD ＞ JPYと判断できるが、
そもそも論としては、まだまだ、AUD/JPYは、円⾼となる。



AUD/JPY DAILY VOLATILITY ちょうど、転換期となりそう。
順張り＝買い・ロングエントリーと解釈できそう。
デイトレで30から50 pipsを狙うことも可能。



USD/WTI （WEST TEXAS INTERMIDIATE）

右のチャートは⽇⾜と1時間⾜の
WTIのチャートとなる。

この価格によって、資源国通貨が左右される可
能性が⾼い。

⽇⾜では、上昇傾向である可能性が⾼い。
底値にタッチしている。



おじえん まとめ 20190818現在

•基本的には上⽬線︖
• ⼤きく上昇となった、⽇本時間8⽉13⽇NY市場の上昇によって、影響を受けている
と考えられる。
• フィボで繋いでも236までしか戻らず、その後の上昇を続けていることから上⽬線かなぁ。
• ⽇⾜ではダウを形成しているのでこれも上⽬線かなぁ。
• エントリータイミングは、早めに仕掛けていくことが必要と考えている。
• 夏のゴトー⽇は、それほど影響はないかも︖20⽇の8時半頃を狙うのも可かなぁ。


